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喧蹟踊臨画画面甑錨翻

職
場
に
活
気
が
生
れ
た
西
武

仕
事
面
で
難
し
い
面
も

住
友

ノ、

ン
デ
ィ
は
感
じ
な
い

二一
国

M

就
職
の
季
節
H

に
俳
句
か
け
て
1

女
子
学
生
亡
閤
ぬ
初
年
目
の
回
答
」
川
に
は
ほ
ど
速
い
o

w
や
る
気
H

の
あ
る
大
卒
女
F
は
ど
の
よ
う
に
力
が
発

と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
九
月
十
二
日
午
後
、
東
京
・
内
幸
町
の
ブ
レ

u
mで
き
る
の
か
、
ど
ん
な
間
闘
が
あ
る
の
か
を
巧
え
た
。
乙
の
シ
ン
ポ
ジ

ズ
セ
ン
タ
ー
ヒ
ル
で
行
わ
れ
た
。
乙
れ
は
、
主
に
昭
和
一
一
一
十
年
代
に
大
学
川
ウ
ム
の
乙
と
が
、
新
聞
な
ど
で
大
き
く
報
対
泊
さ
れ
た
と
と
も
あ
っ
て
、
参

を
卒
業
し
、
い
ま
、
埜
苓
活
動
し
て
い
る
矢
作
が
中
心
と
な
っ
て

:4
…
…
加
者
は
主
催
者
の
予
怨
を
よ
ま
わ
る
四
百
人
。
乙
れ
か
ら
の
就
職
を
出
唱
え

十
年
代
後
半
に
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
た
H

矢
子
学
生
亡
同
時
炉
に
対
す
る
…
…
た
現
役
の
矢
子
学
生
も
多
く
、
会
初
は
終
的
、
真
剣
な
熱
気
に
あ
ふ
れ
で

d
F
を
示
そ
う
と
い
う
も
の
。
矢
子
学
生
に
対
す
る
ゆ
策
の
門
は
、
…
…
い
た
。

以
前
よ
り
広
く
な
り
H

溜
日
が
さ
す
u
状
懲
と
は
い
、

2
uの
の
、
男
女
平
等
…
…

ぷ反主主襲警釈明29答

〔詰J
乙
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昭
和
五
十

:
年

s五
四
年
に
か
り
で
日
本
失
利
学

研
究
会
(
間
土
谷
あ
つ
F
昭
事
以
)
の

「
高
学
歴
女
性
の
就
業
に
関
す
る
怠
減

調
査
」
の
中
で
生
ま
れ
た
。
一
般
的
な

調
査
の
ほ
か
に
商
後
調
査
も
行
っ
た

が
、
調
査
対
象
の
三
十
ら
一
二
五
年
六
寧

シンポジウムの会場
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大事後2伊手の軌跡を語る6人の女性
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徳
蔵
串
寸
板
碑
保
存
館
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
東
京

・
東
村
山
市

q徳
蔵
寺
」

境
内
に
あ
る
が
、
い
っ
た
い
板
碑
と
は

伺
だ
ろ
う
:

-
-

H

い
た
び
H

H

い
た
ひ
M

あ
る
い
は

d
ん
ぴ
H

と
も
翠
草
れ
る

石
製
の
卒
庖
婆
な
の
で
あ
る
。

「
石
を
板
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
に

仏
の
組
子
(
し
ゅ
う
じ
)
や
仏
終
紀

年
、
氏
名
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
総
立
の

目
的
は
死
者
の
供
袋
、
そ
し
て
生
前
に

死
後
の
安
泰
を
願
っ
て
逆
修
(
ぎ
ゃ
く

し
ゅ
う
)
供
延
し
た
も
の
。
さ
ら
に
一

般
的
な
儲
仰
心
を
あ
ち
わ
し
た
も
の
、

こ
の
三
種
頬
で
す
ね
」
と
同
保
存
館
長

で
も
あ
る
住
職
の
朝
木
宗
銑
氏
。

乙
乙
に
は
約
三
百
五
十
広
の
板
碑
が

徳蔵寺板碑保存館

保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
Y
漆」

先
代

・
朝
木
議
船
氏
と
宗
琉
氏
が
収
閉
山

し
て
き
た
。
「
先
代
は
考
古
学
に
興
味

が
あ
り
、
本
堂
や
座
敷
で
保
存
し
て
い

ま
し
た
。
と
に
か
く
H

ち
ら
か
し
寺
H

と
」
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
か
ら
ね
。
本

人
も
保
存
館
を
辿
て
ょ
っ
と

m倒
し
て

い
ま
し
た
が
病
気
や
戦
争
で
、
夢
が
果

た
せ
な
い
ま
ま
:
:
:
私
の
代
に
な
っ

て
、
周
囲
の
俊
助
で
保
存
館
が
佳
て
ら

れ
ま
し
た
」

十
五
年
前
、
こ
う
し
て
故
録
的
民
の

夢
は
実
現
。
同
館
は
日
本
で
段
初
の
板

ナ
ゾ
多
い

か
け
て
、
全
国
各
地
で
済
竹
し
た
。
な

か
で
も
関
東
地
方
が
(
と
く
に
東
京

・

崎
玉
)
圧
倒
的
で
、
れ
の
漕
さ
だ
り
で

な
く
型
式
も
奥
羽
的
。
段
上
部
が
三
角

形
で
、
そ
の
下
に
二
段
の
切
り
込
み
、

陣
酉
の
額
部
、
下
部
に
は
と
に
哩
め
る

た
め
の
綬
:
!
と
れ
ば
五
輪
俗
の
省
略

変
化
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
乙
う
し
た

仮
碍
が
館
内
に
は
百
選
以
上
も
あ
ろ
-
っ

か
。
碑
面
に
は
日
蓮
宗
、
神
宗
、
時
宗
、

な
ど
宗
旨
に
関
す
る
文
字
や
地
蔵
図
な

ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

H

光
明
真
一
d

H

の
何
砲
を
読
ん
だ
も
の
が
多
い
。
虫
に
は

タ
供
養
碑
。

歴
史
を
補
う
役
割
も
果
す

碑
保
存
飽
と
な
っ
た
。
二
階
也
コ
ン
ク
写
真
展
示
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
内
に

リ
l
ト
造
り
。
か
な
り
広
い
。一

階
に
す
る
と
周
囲
は
す
べ
て
仮
碑
ば
か
り
。

は
土
器
や
石
弱
、
民
只
な
ど
の
郷
七
史
館
内
は
政
泡
の
よ
つ
な
光
東
だ
っ
た
。

料
を
陳
列
。
そ
し
て
二
階
に
行
く
と
:
・
ひ
と
き
わ
目
立
っ
た
の
が
、
さ
き
ほ

:
・
一
瞬
患
を
の
む
。
正
面
に
「
元
弘
の
ど
の
「
元
弘
の
碑
」
だ
。

碑」

。
そ
し
て
左
右
に
数
法
の
板
碑
が
こ
れ
は
大
正
円
年
に
同
{冬

戦
後
は

辿
ち
並
ぶ

o

m文
1
1ル
」
仮
碑
と
し
て
は
全
国
的
に

そ
れ
ば
か
り
か
両
側
の
壁
は
、
天
上
も
数
少
な
い
指
定
を
つ
け
て
い
る
。
高

ま
で
ビ
ッ
シ
リ
と
板
碑
。
と
い
う
の
も
さ
一

-
一
日
制
、
巾
四
十
四
H
Z
厚
さ
は

板
碑
の
石
初
が
、
割
問
く
加
工
で
き
る
秩
約
五
円
ン
。
こ
の
石
材
も
似
泥
片
岩
だ
。

父
産
の
um泥
片
岩
で
、
た
と
え
ば
高
さ
上
部
が
斜
自
に
欠
り
て
お
り
、
そ
の

が
四
、
五
十
弓
あ
っ
て
も
、
厚
み
は
わ
下
に
五
行
の
碑
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ず
か
一
一
、
一
二
日
ン
し
か
な
い
。
ま
さ
に
石
コ
冗
弘
三
年
賀
酉
五
月
十
五
日
敏
白
」

の
佼
な
の
だ
。
そ
の
仮
仰
が
壁
に
一
列
、
と
い
う
文
字
が
中
央
に
、
ハ
ッ
キ
リ
と

さ
ら
に
二
列
目
、
一
ニ
列
目
と
か
さ
な
っ
刻
み
、
会
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
左
右
に
小

て
い
る
。

さ

い
文
字
で
「
飽
閥
斎
藤
三
郎
磁
貞

仮
仰
は
鎌
命
中
期
か
ら
室
町
後
期
に
が
十
五
日
、
府
中
の
戦
い
で
討
死
」
「
飽

ぷi，.
一番、大きいのが 、、元弘の砲、これによって新田

義貞の一生に、あらたな事実が加わった

間
斎
藤
三
郎
定
長
と
向
係
七
家
行
が
十
い
た
の
だ
ろ
う
ー
ー
と
の
疑
闘
に
つ
い

八
日
、
村
岡
の
戦
い
で
討
死
」
と
い
う
て
朝
木
氏
は

内
明
門
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

「

太
平
記
は
戦
記
物
語
で
す
か
ら
、

こ
の
碑
は
、
江
戸
時
代
に
近
く
の
『
八

M

負
け
戦
h

の
と
と
ろ
は
、
お
そ
ら
く

園
山
」
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
曾
き
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
十

以
い
問
、
徳
蔵
寺
で
は
供
益
構
と
し
て
五
日
の
府
中
、
十
八
日
の
府
中
が
H

負

守
っ
て
き
た
。
大
正
時
代
と
な
り
、
考
け
戦
H

に
な
っ
た
と
考
え
ち
れ
る
の
は
、

古
学
が
磁
ん
に
な
る
と
共
に
歴
史
資
料
仮
碑
を
辿
て
ら
れ
る
ほ
ど
の
中
心
人
物

と
し
て
注
門
を
あ
び
る
よ
う
に
な
る
。
を
、
新
田
畿
内
吋
か
一
一
-
名
も
失
っ
て
い
る

元
弘
三
年
(
一
一
二
一
二
三
年
)
五
月
は
新
か
ら
で
す
」
と
諮
っ
て
い
る
。

回
議
口
が
鎌
合
倒
門
榊
が
あ
ざ
し
、
乙
の
天
正
十
一
年
む
ろ
か
ち
板
碑
は
急
速

付
近
に
あ
っ
た
鎌
合
街
庖
で
も
戦
っ
て
に
琴
え
た
。
だ
が
、
研
究
発
翻
が
す
す

い
る
。
十
五
日
聞
に
わ
た
る
が
鎌
命
攻
む
に
つ
れ
て
ナ
ゾ
が
出
て
き
た
。
池
や

め
H

は
太
平
記
に
よ
っ
て
、
刊
に
知
ら
泥
沼
、
市
井
一
向
に
投
げ
込
ま
れ
、
あ
る

れ
て
き
た
が
、
こ
の
な
か
に
五
月
十
五
い
は
k
巾
に
埋
め
ら
れ
た
板
匂
そ
れ

日
と
十
八
日
の
戦
い
は
記
さ
れ
て
い
な
は
、
ご
く
自
然
に
人
々
か
ら
忘
れ
ら
れ

か
っ
た
。
そ
の
麿
史
房
担
問
い
、
事
実
と
た
と
い
う
よ
り
も
、
熊
残
に
氾
分
さ
れ

し
て
立
証
し
た
の
が
コ
冗
弘
の
稗
」
だ
。

た
と
い
え
る
。
そ
の
一
理
由
は
、
い
ま
な

し
か
し
、
な
ぜ
太
平
記
は
両
口
信
省
お
不
明
だ
。

板
碑
の
悲
惨
な
運
命
は
、
現
在
に
も

あ
る
。
巧
古
学
研
究
が
さ
か
ん
に
な
る

と
と
も
に
古
物
収
集
が
プ
l
ム
と
な

り
、
仮
碑
も
売
買
さ
れ
出
し
た
。
そ
ん

な
揺
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
朝
木
氏
は

白
ら
出
向
い
て
引
き
取
っ
て
く
る
。
そ

し
て
毎
年
、
朝
木
氏
と
仮
碑
保
産
宣

は
板
碑
供
廷
に
つ
と
め
て
い
る
。
い
ず

れ
も
四
百
年
か
ち
七
百
年
前
の
仮
碑
。

そ
の
年
月
が
三
百
五
十
去
も
の
板
砕
を

H

無
線
併
に
し
た
。

マ
徳
蔵
十
一
寸
板
碑
保
存
館
東
京
都
東

村
山
市
挽
紡
町

一
|一

一一
四
八

ao

四
一
芸
丁
九
一

l
一六

O
一一一

マ
交
通
商
武
新
宿
線
東
村
山
駅
下

単
徒
歩
十
五
分
。

マ
休
館
は
毎
月
限
目
、
年
末
年
始
、

開
館
時
閣
は
九
時
か
ら
四
時
、
大
人
一一一

百
円
。

毎日の暮らしに必要な額だけは、普通預金に

預けておL、て、残ったお金li総合口座の定期預

金にじておく・3 まとまった資金づくりの手カfかり

ができます。コースは2年・1年・6ヵ月といろいろ。

思わぬ出費が生まれたら〈協和〉の自動融資で

総合口座にお預けの定期預金の総額の90%、

最高100万円まで自動的に{背りられますLいま通

帳の中で迷っているお金は、いざというときにも

役に立つ総合口座の定期預金にじておきましょ

う。ふだんの暮らしに猪力がつきま丸

使いながら貯めて、貯めながら使う。

E帯主1 ・ J ~羽〉干主t耳;$-;司

③協和銀行

ふだんの暮らしに役だっ

使L、ニなしたL¥定期です。

通帳のなかで迷づCいるお金、
定期にじCゆとりをつけましょえ



一
一
島
根
県
に
江
津
市
に
住
む
多
国
さ
や
子
さ
ん
は
、
昨
年
五
月
「
小
菊
の
悲
願
」
と
い
う
本
を
出
版

一
苧
し
た
o
自
分
の
一
生
を
書
い
た
も
の
だ
が
、
矯
風
会
の
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
売
春
反
対
運
動
に

一
苧
力
を
尽
し
て
い
る
さ
や
子
さ
ん
の
情
熱
が
、
震
の
楼
主
の
娘
に
生
ま
れ
、
父
の
職
を
嫌
い
妓
い
て

苦
悶
し
、
つ
い
に
た
ど
り
つ
い
た
信
念
で
あ
る
と
と
が
読
む
も
の
に
感
動
を
与
え
る
。
こ
の
本
で
さ

や
子
さ
ん
は
、
昨
年
度
の
山
陰
中
央
新
報
の
「
地
域
開
発
賞
」
を
受
け
た
。
自
分
に
貨
な
ど
晴
れ
が
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ま
し
す
ぎ
る
と
た
め
ら
っ
た
が
、
受
賞
理
由
が
P

女
性
の
人
権
運
動
と
純
潔
運
動
に
貢
献
し
た
d

と

昌
聞
い
て
喜
ん
で
頂
い
た
と
い
う
。
「
売
春
の
問
題
を、

喜
て
く
だ
さ
っ
た
乙
と
が
う
れ
し
く
て
:
:
」

o
日
本
の
風
土
は
件
の
倫
理
感
に
乏
し
い
と
い
う
。
財

一
三
人
団
体
で
も
、
売
春
凶
題
は
つ
い
二
の
次
に
さ
れ
が
ち
。
が
、
と
の
困
難
な
課
題
を
H

自
分
の
一
生

一
三
の
仕
事
H

と
い
う
さ
や
子
さ
ん
だ
。
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女
性
の
人
権
の
問
題
H

と
キ
チ
ン
と
と
ら
え
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楼
主
の
長
女
と
生
れ

愛
と
純
潔
の
想
い
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の
る
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働
く
婦
人
に
シ
ワ
寄
せ

婦
人
自
身
が
考
え
動
き

岳自由体にも、閣人間回担当の宮口町陣々に胆け5れ、 「国遊説品人の十串」極半開は地
湿なスタートを切っている。昨年、デンマーク ・コベンハーゲンの1甘界全制度で日本も署名
した「あちゆる陪障における同女畳別撤廃拒約」が=目、艶割。畠とは批畦を待つばかり

fご。

〈酎〉日本女子社告教育告〔田中韓同理事長)では、このほど「昭相五十六年度開人

教育研究担金」を闇R ・芝公園田日本女了壬主闘で開値。圭閏三回都道府県から量加した約

2凹名が「生活白見直しと創抽」をテマに、ニ日聞にわたって研究酎踊を毘ねた。「回
避勤番人の 1-'日白種学問という己ともあって、今年は特に「問内行動向1困」世間E点目閣

をはかるた的、同人0)就労・且愉E・教育・老挫の甜問阻に圏点を置さ、そ白宇田活動、型

臨活動について間報交師をしながら話し合い会直めようというのがねらい。

一日固は、耐人間副企画推躍合間開昆の顧問たき氏の rr圏内行動計回』世間重点同慣
の垣本民珊囲」についての珊胡の品と、各地域で活動している四人の財人から実臨時盟、

分科会肘帽 閉一分科会「嗣人と就労」 肋持者 ー労働品川9年同町『人骨働醜々屈
町騨ギン子氏、間二分科会 f田性と保理」 ・同・労働省宜主両生削封健摘J生盟々毘掴置

摘民、摘丘三分料金「師人と学習活動」 同・日本女了勺大学女子教司研究所助教世山本相

代氏、間四分科会「醐人と老能生活J""同・管並立大学教畳間回睦也氏一ーが、一日目は

前日に引聞いての分科宮前調とパネル肘閣が行われた。(畢圃耐高は四面へ〉
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母
性
と
保
健

直
切
な
対
応
も
出
来
ず
、
た
だ
、
な
ぐ
離
れ
て
し
ま
っ
た
約
」
と
レ

JTト
は

っ
た
り
け
っ
た
P
と
い
う
ケ
I
ス
が
多
指
摘
じ
て
い
る
が
、
問
凶
は
、
こ
う
し

い
。
つ
ま
ず
く
と
、
宝
笠
畦
の
方
市
ゥ
た
悟
同
が
、
ご
く
刊
掴
の

F
に
も
あ
ら

苧
日
に
く
い
と
い
う
が
、
「
立
言
わ
れ
拍
め
て
い
る
と
と
。

E
い
、
売

れ
な
い
」
の
で
は
な
く
て
、
学
煙
、
家
過
の
未
舶
な
間
断
で
、

札
行
動
だ
け
が

興
基
、
よ
っ
て
た
か
っ
主
宰
討
お
こ
っ
て
い
る
よ
舶
な
阿

72う
目

先
E
R待
わ
れ
た
全
国
百
両
府
女
チ
教
が
吐
吏
体
験
ゼ
の
り
、
う
ち
八
剛
が
姐
れ
れ
也
く
し
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
民
さ
せ
る
か
、
生
睦

fFVつ
自
立
六
丑

育
問
闇
刷
究
会
、
「
虻
F
高
間
生
の
件
妊
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
「
セ
ッ
ク
ス
レ
ポ
ー
ト
は
聞
噌
行
動
持
お
己
す
刊
る
か
p

e

o

劇
的
問
凶
行
動
」
分
科
止
で
、
開
本
蝉
の
を
潤
し
で
は
じ
め
て
自
分
の
一
任
仔
を
組

H
b⑦
↑h
山
の
女
の
子

P
L
く
と
胃
て
テ
レ
ビ
の
「
z
g
I
B
組
金
八
仇
生
」

川
研
究
告
の
揮
出
し
た
間
出
回
起
の
レ
封
、
め
て
争
り
っ
た
珂
が
す
る
」
「
闘
の
人
色
れ
、
教
品
け
さ
れ
、
桔
輔
誕
の
人
生
誼
で
は
、
霊
は
あ
る
が
M

早
す
ぎ
た
性
行

酌

ト

が

陀

U
垂
ひ
い
て
い
る
。
己
心
研
へ
の
，

wか
に
セ
ッ
ク
ス
し
か
な
い
」
計
や
匝
望
が
間
宮

E
れ
て
い
る
宝
生
徒
動
u
の
公
子
中
畢
生
市
出
産
す
る
ケ
l

f

究
告
は
商
世
田
立
教
師
た
#
つ
が
、
立
子
と
E
m
y
rた
ち
は
い
う
。
の
弱
六
口
、
甘
え
②
マ
ス
コ
ミ
の
も
た
ら
ス
を
届
い
た
が
、
主
障
に
旺
臨
し
た
生

教
育
壬
関
空
中
唱
の
制
闘
か
ち
司
直
し
ま
た
、
岡
田
町
表
面
化
す
る
と
、
到
す
刺
融
問
塩
基
E

風
潮
の
中
で
、
恋
人
世
に
中
睦
を
す
す
め
る
べ
き
か
古
品

研
究
す
る
出
い
。
の
チ
に
珂
し
で
は
問
聞
も
百
円
だ
が
、
が
い
担
い
と
と
や
、
ま
だ
件
岬
棋
を
品
こ
の
分
科
A

宣
明
、
も
、
車
見
は
出
た

レ
干
ト
は
、
開
本
県
の
生
需
荊
噂
立
の
f
に
は
ア
バ
ズ
レ
の
レ
ッ
テ
ル
。
た
な
い
と
と
に
感
じ
る
不
安
苦
肉
什
が
、
七
っ
て
い
桔
舗
は
出
な
か
っ
た
。

間
当
の
唖
師
た
ち
ぎ
示
と
め
た
も
の
だ
回
生
誕
の
聞
は
大
し
て
閉
さ
も
し
な
い
の
矢
判
観
、
夫
昇
析
し
て
い
る
。

が
、
あ
る
高
慢
で
は
反
吃
世
の
一

O
骨
が
、
女
子
四
割
は
あ
わ
て
ふ
た
め
さ
、
「
産
む
性
が
穴
絡
し
、
品
交
戸
ほ
か
吋

女
生
徒

ω
%が
性
体
験

熊
本
の
リ
ポ
ー
ト
に
が
く
然

学
習
で
問
題
点
を
洗
う

間
四
空
港
惜
判
、
樫
虫
、
問
問
に
お
り
に
な
っ
て
、
揮
や
闘
に
者
蝉
さ
せ
た
闇
匙
官
製
角
一
回
白
「
リ
ハ
ビ
リ
相
代

a
Dニ
胆
万
代

E
Cん
。
話
人
間
囲

い
て
平

3
cあ
る
ば
か
り
で
な
く
人
聞
く
な
い
と
い
う
多
く
の
告
白
の
聞
か
晶
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
樺
「
肪
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
り
が
ち
な
行

と
し
て
の
岬
閣
と
間
柄
に
お
い
て
平
特
色
、
樺
た
き
り
に
空
白
な
い
た
め
由
学
問
青
唖
制
度
」
『
閉
山
リ
ハ
ピ
リ
相
掛
」
政
を
チ
ク
リ
と
刷
す
発
置
も
あ
っ
た
。

で

あ

る

こ

弁

務

最

暗

す

る

」

房

培

編

。

胃

を

臨

め

た

。

も

兜

盤
d
れ

た

。

各

分

科

会

で

の

話

し

合

い

を

略

本

え

地
揖
の
社
教
の
協
力
を
柑
、
嗣
人
半
紐
盟
国
営
聞
の
一
U
槽
え
か
色
、
倒
れ
て

「私
た
官
話
廟
い
は
升
躍
が
し
や
す
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
肘
離
で
、
四
分
科

学
慣
区
百
冊
人
世
眼
佐
湿
し
て
、
学
問
し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
リ
ハ
ビ
リ
い
理
事
佐
つ
く
る
こ
ん
『
。
人
聞
が
人
開
会
の
害
ア
!
?
径
四
じ
て
明
ら
か
に
さ

。

板

目

て

い

る

。

テ

l
シ
河
ン
は
、
と
い
っ
た
異
色
に
、
ら
し
く
生
苔
て
い
く
た
め
に
、
い
ざ
と
れ
た
四
は
「
一
部
の
財
人
だ
け
が
慰
U

日
舎
で
は
、
昨
年
士
月
に
ア
ン
ケ
書
、
重
見
芦
語
い
、
唖
た
き
白
い
う
と
き
に
定
棋
が
画
い
主
侶
せ
に
運
動
す
る
の
で
は
な
く
、
習
を
苦

!
ト
闇
嘉
英
略
己
れ
を
岡
子
「
車
に
ま
丘
い
た
め
に
は
拙
人
の
罫
刀
し
る
ま
J

に
理
唖
艶
製
芋
る
必
要
が
あ
き
ζ
会
あ
出
壌
か
色
町
運
動
を
」
と

都
心
師
人
の
現
状
」
と
し
て
よ
と
め
た
。
て
い
く
面
と
、
個
人
の
比
は
な
い
面
が
る
。
串
自
の
予
防
予
あ
努
は
も
ち

「
古
い
問
問
m
Y
E
Eし
て
い
る
京
胤
あ
る
こ
と
に
着
同
。
市
に
、
手
め
旨
を
ろ
ん
だ
が
、
行
置
も
十
分
な
予
周
安
易

で
、
乙
の
学
習
闇
動
は
企
聞
に
大
去
な
陣
問
。
昭
相
四
十
九
年
に
、
小
金
井
市
つ
貯
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
同
告

シ
ョ
y
ク
を
与
え
た
。
抵
抗
手
信
じ
て

州
市
掃
す
る
者
も
出
た
が
、
回
房
量
ね
る

己
と
に
書
加
者
は
唱
え
、
そ
の
一
方
で

は
細
部
に
宜
つ
て
の
闘
圏
点
が
出
で
一
き

ー
い
る
」
と
同
会
の
加
腫
つ
る
会

E
o
s
t--

奪
回
は
、
眉
唱
者
嗣
を
摩
く
す
る
福
綿
一

た
め
に
、
五
円
δ
名
の
サ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

j
1
1
1

ク
ト
昆
戚
へ
の
取
り
組
み
も
は
じ
め
て

い
る
。「
一
に
も
こ
に
も
、
リ
ー
ダ
ー
が
よ

く
な
廿
れ
ば
、
と
い
う
前
提
に
古
っ
て

い
ま
す
。
国
在
、
各
小
学
腔
医
の
婦
人
瞥

字
組
で
、
一
ニ
O
名
が
婦
人
間
闘
の
チ
ュ

ー
タ
1
0引
き
畳
け
る
よ
う
に
在
っ
て

い
る
D

こ
れ
は
本
当
に
大
さ
な
胃
び
」

と
桔
ん
だ
。

「
小
金
持
者
世
間
岨
研
究
会
」
は
、

警
句
ち
M
Xに
な
B
な
い
た
め
に
学

問
活
動
を
腕
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
だ
。

宜
心
し
た
岩
額
和
通
え
吾
に
は
ど
う

し
た
ち
い
い
の
か
、
七
人
目
主
酬
が
操

っ
て
桔
成
。
今
年
で
十
年
者
。
す
え
る
。

田
舎
が
、
小
金
井
市
の
師
人
房
苅
畿

に
汚
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
老
畦
の

心
函
の
第
一
位
が

d
F。
欝
九
さ

「
同
女
差
別
冊
蝿
条
約
の
早
期
批
准
へ

の
運
動
」
。

女
性
だ
り
が
副
咽
る
の
で
は
な
く
、

よ
日
、
早
+
裂
は
、
申
々
に
広
ま
り
つ
つ

あ
る
が
、
茜
地
方
自
治
体

Tの
い
柑
人
間

盟
へ
の
闇
り
組
み
も
足
並
み
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
白
が
翼
団
可
地
域
主
」
に
そ

の
特
性
を
生
か
し
た
活
費
な
?
習
出
動

の
匝
岡
市
明
主
れ
争
寺
し
ろ
だ
。

老
後
と
取
組
み

ω年

働
く
町
人
の
合
中
虫
吾
圃
の
畠
田
洋
う
は
か
る
か
が
と
れ
か
色
の
大
き
な
盟

主
足
時
働
く
い
削
人
の
荷
動
と
間
一
地
」
掴
」
介
話
回
さ
ん
。

苦一
γ
lマ
に
、
職
世
柑
人
の
掛
り
で
あ
ま
た
「
一
部
の
人
が
ど
ん
な
に
活
動

る
同
告
輯
輔
の
噛
靖
則
グ
ル
ー
プ
鼠
動
し
叫
ん
で
も
、
団
動
の
大
衆
化
を
肘
白

金
紹
介
し
た
。
同
舎
は
ぷ
組
臓
の
唖
輔
な
い
か
ぎ
り
、
国
立
化
す
る
ば
か
り
で

で
酎
く
弱
い
女
性
を
守
り
、
政
的
巴
-
位
制
人
の
地
位
向
ょ
に
は
つ
忽
が
ら
は
い

融
さ
せ
る
ま
で
の
力
を
持
と
う
と
売
し
、
世
間
が
い
く
ら
盟
っ
て
も
、

一人

目
可
昨
与
は
回
開
削
人
年
を
き
っ
か
廿
一
人
の
向
上
が
な
回
れ
ば
な
巴
な
い
の

に
手
づ
く
り
白
削
入
学
紐
を
聞
い
た
で
は
担
い
か
」
ル
酒
っ
た
。

り
、
世
く
中
高
年
四
附
人
一
一
口
円
円

X

「
同
性
保
珊
と
一
世
田
な
刊
づ
く
り
理

伊
舟
肱
に
ア
ン
ケ
ー
ト
聞
置
も
家
担
レ
動
」
で
知
ら
か
@
鍾
ナ
日
間
内
付
の

て

い

る

。

制

時

出

動

に

つ

い

ず

発

車

し

た

室

長

一i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-」
相
出
血
痕
内
付
制

'a時協
堅
固
金
星

一

実

践

活

動

一
の
久
保
主
さ
ん
は
「
持
吹
雪

「
l
I
l
l
i
-
-
-
-
l」
さ
吊
か
な
点
動
で
も
、
毘
く
腕
目
れ
ほ

己
う
し
包
仇
酌
叩
中
か
色
、
同
じ
働
そ
れ
な
り
白
成
果
は
あ
る
も
の
」
と
述

く
附
人
の
中
で
も
、
田
F
家
庭
の
剛
嗣
ベ
、
車
困
層
構
の
開
陸
村
で
、
踊
甲
骨

が
探
剖
で
品
る
こ
と
か
ら
、
出
子
軍
睦
働
で
呂
い
世
由
を
な
く
す
火
性
、
刻
時

専
の
刷
用
促
培
法
曜
の
単
削
制
定
在
的
見
亡
串
が
昭
和
一
=
十
年
頃
で
も
じ
骨
と

ざ
し
て
凶
軍
円
運
動
、
ア
ピ
ー
ル
大
岳
、
い
う
宙
人
態
を
拙
つ
た
め
は
、
小
さ
本
制

虫
色
喬
院
、
都
建
国
へ
簡
開
曹
長
輔
自
。
人
の
声
券
信
望
甚
た
か
巴
己
そ
だ
と

A

可
桂
も
理
助
を
研
け
て
い
く
と
い
う
。
曲
っ
た
。

働
く
M
人
が
岨
加
す
φ
中
で
、
不
日
「
自
分
た
ち
白
幸
せ
の
た
め
に
、
今
、

弁
呆
に
同
国
は
一
開
制
確
に
な
っ
て
い
何
が
必
堕
な
の
か
、
婦
人
白
曹
が
哲
争
え

る
。
大
企
曜
の
し
わ
甫
せ
が
中
小
管
制
行
動
を
起
す
己
と
が
大
沼
ι」
と
強
調

企
揖
に
働
く
同
人
た
ち
に
由
っ
て
い
し
た
。

る

。

昭

和

主

十

=

年

、

剛

立

一

-6間
単
そ

「
己
の
一
現
状
を
踏
ま
元
、
軍
醐
盟
申
四
唱
え
た
車
部
市
地
岨
蝉
人
企
画
抽
出
醐

を
ど
菩
底
的
る
か
、
会
性
の
直
南
を
ど
告
は
、
メ
キ
シ
コ
買
苫
の
中
の
「
同
女

ク
現
実
を
直
視
し
て
ク

。看
護
は
女
ψ

の
通
念
打
破

定員をはるかに上回る曹加者で金唱はいっぱい

何
と
か
し
て
や
り
た
い
と
い
う
日
本
的

な
勾
え
だ
け
官
な
や
っ
て
い
り
な
い
時

間
に
来
て
い
る
。
A
W
介
柄
拘
は
別
に
レ

高
静
化
計
会
は
H
の
問
。
そ
し
て
、
て
芝
、
宜
心
し
て
者
種
革
え
ち
れ

首
の
京
臨
制
置
の
崩
掴
に
よ
っ
て
、
老
る
掴
祉
H
R
へ
坦
む
べ
き
」
と
い
う
、

陸
の
生
活
は
不
安
定
な
も
の
と
な
つ
も
う

pu臨
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
の
固
で

た
o
a
x問
聞
は
同
人
間
困
£
い
わ
れ
現
在
接
持
ょ
う
と
い
う
盟
見
が
大
型
を

て
い
る
。
子
育
て
を
時
え
た
福
の
人
生
市
め
弓

そ
い
か
に
生
菩
る
か
が
間
わ
れ
て
い
る
公
的
な
掴
祉
仲

l
ピ
ス
の
究
興
を
望

時
だ
け
に
、
参
加
省
が
闘
も
多
か
っ
た
め
ば
望
む
ほ
ど
、
国
民
の
白
同
市
太
き

の

が

己

の

問

分

科

会

。

く

mて
の
し
か
か
っ
て
東
る
己
と
は
固

助
ヨ
者
の
刷
問
謹
也
氏
の
「
老
人
聞
に
毘
γ

え
て
い
る
が
「
高
閣
叫
高
白
田

副
は
①
軒
を
回
て
い
る
③
自
分
が
必
軍
は
開
札
の
概
れ
、
や
む
長
情
な
い
」
と

に
な
っ
h

侍
ど
う
書
昌
か
、
何
を
望
剛
り
切
っ
て
λ
っ
た
も
の
の
「
臨
時
の

む
か

i
mニ
つ
白
見
方
が
あ
る
」
つ
ま
側
で
も
、
も
う
少
い
工
表
レ
て
も
ら
い

り
畳
り
止
め
る
蒔
と
畢
古
口
止
め
ら
れ
る
た
い
」

時
が
あ
る
と
い
う
蝿
再
を
事
と
に
、
七
世
世
間
で
晶
る
だ
民
事
か
、
独
身
白

O
E九
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
中

・
高
年
瞥
者
宅
雰
俣
ぎ
て
い

て
、
そ
ろ
そ
ろ
自
分
が
怯
曹
の
対
車
と

瞳
闇
幽
圃
・
司

4

な
る
に
も
か
か
わ
宇
葉
の
臣
家

圃

司

ヨ

句一
町一

居
間
け
な
い
で
い
る
と
い
さ
と
。
「
朝

・

ミ

岬

J
子

言

っ

て

支

ホ

ー
ム
へ
」
や
「
八

し
で
も
、
売
に
と
り
人
っ

Eし
て
も
男
性
と
同
じ
よ
う
に
認
め
巴
れ
ま
し
と

2
2聖法
白
直

E
RE
-
F
i
k、
回

士

-
認
の
実
士
一
語
の
禁
面

白
う
棄
の
主
闘
す
L
比
べ
た
ら
、
い
ち
た
。
自
分
か
ら
進
ん
で
や
れ
る
と
い
う
育
児
休
盟
問
直
に
つ
い
て
は
「
岨
磨

圃

・

圃

闘

¥

E
し
で
い
る
室
員
一
期
科
さ
れ
、

が
い
に
、
師
外
国
の
宜
世
の
地
位
よ
り
担
割
は
と
る
べ
き
」
は
、
女
が
宵
同
を
す
る
と
い
う
与
え
の
・
・
・
圃
歯
固
酎
圃

'

EH蝉叶一会
の
開
到
な
断
両
が
淳
臨
時
に
さ

日
本
女
性
の
地
位
が
低
い
と
商
い
さ
れ
ま
た
、
勝
負
の
早
い
担
問
地
帯
で
は
、
押
し
つ
廿
が
あ
塾
苦
手
本
き
と
い

|
11
1
1
1
1
1

れ
た
。

な

い

の

も

現

状

だ

。

家

叫

肢

の

岱

酬

も

圃

金

化

、

主

冊

曜

も

そ

っ

た

申

H

が

出

た

。

ル

1
プ
ロ
と
に
間
囲
が
担
山
し
、
「
嗣
祉
人
間
間
部
で
は
、
軍
瞬
間
保
〔
老
人

分
科
舎
で
は
、
各
地
域
曲
面
刊
の
就
蝉
の
草
底
の
収
入
に
応
じ
て
亘
方
，
、
十
月
助
言
銘
打
の
陀
腫
さ
ん
は
「
就
労
を
め
行
政
」
「
人
間
閣
時
」
「
生
さ
か
い
」
の
国
並
、
扶
晃
、
老
朝
の
酷
い
均
、

財

い
う
一
塁
に
置
化
し
て
い
る
。
援
の
間
み
や
、
中
華
捌
人
の
多
く
門
の

d虫
e
が
支
払
わ
れ
争
と
い
う
ぐ
っ
て
同
課
が
し
怒
れ
ば
な
患
の
テ
l
マ
を

Eし
て
話
し
合
い
が
出
号
、
地
曜
の
中
で
の
直
南
と
相
互
既

定
、
昔
の
女
性
国
語
草
多
か
揖
わ
る
パ
1
ト
、
量
別
解
間
へ
の
H

ユ

ニ

ー

ク

な

酬

も

嗣

介

さ

れ

弓

い

と

と

わ

あ

る

が

、

在

実

が

努

め

ら

れ

に

。

思

表

面

と

し

て

阻

Z
U
R

く
が
帖
蝿
前
の
苦
い
人
た
ち
だ
っ
た
体
的
な
取
り
岨
禁
戊
功
し
た
酬
な
ど
「
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
し
な
け
れ
ば
宮
な
い
己
と
が
あ
る
の
閣
待
直
で
は
べ
ま
す
、
曲
盟
主
た
が
、
や
は
り
草
間
慌
に
鼎
が
入
る
。

「
財
人
と
剖
封
」
に
つ
い
て
話
レ
由

が
、
今
降
、
結
婚
し
て
も
や
め
な
い
し
、
体
験
的
な
尭
占
が
相
枕
い
だ
。
什
崩
に
よ
っ
て
払
わ
れ
ま
す
。
掛
か
新
で
は
な
い
H
K
4
か
。
女
門
口
揖
の
車
慌
の
霊
化
が
老
人
困
祉
の
た
め
位
行
政
「
社
合
通
怠
と
し
て
、
制
白
羽
嘩
は

わ
れ
た
靖

一
分
料
金
に
は
、
同
宣
告
わ
一
度
や
め
て
も
子
育
て
が
悼
っ
た
色
担
措
珪
の
中
で
も
、
嗣
人
指
咽
省
醐
陣
じ
く
来
た
与
、
一
一
一
年
は
家
計
輔
な
ち
同
局
の
改
圏
、
同
人
の
由
時
と
買
力
に
閣
と
、

y
弓
か
か
わ
り
あ
う
か
の
尭
dm
が
宜
が
す
る
も
の
と
い
う
待
え
方
が
あ

せ
王
ハ
瓦
事
加
。
①
一
同
人
の
就
労
叩
す
る
人
前
て
き
て
い
る

J
一人
に
の
案
者
で
結
成
し
た
山
判
長
の
「
せ
眼
揮
を
つ
け
て
も
ら
う
。
陪
さ
ん
は
闘
し
て
は
、
地
域
活
動
吋
世
酬
に
大
き
い
あ
り
、
「
か
つ
て
の
、
警
高
に
し
る
」
「
寝
た
き
り
老
人
を
A
聾
す
る
民

間
唱
団
副
人
の
耽
封
と
霊
・
地
時
の
一
人
笑
宗
涯
学
す
る
時
代
可
欠
ん
だ
ゐ
の
さ
の
閣
本
産
さ
ん
は
、
に
出
き
と
に
な
る
の
で
、
臨
と
抗
の
も
の
が
品
売
園
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
た
同
会
特
の
震
刷
臣
室
ぎ
を
、
同
の
ゑ
で
は
、
開
、
U
A訟
の
白
察
再

開
患
宇
宙
・
啓
量
動
を
デ
l
マ
に
世
の
知
的
レ
ベ
ル
も
高
く
な
り
も
し
か
兼
業
睡
奈
多
く
、
霊
め
な
い
震
い
が
み
合
い
も
な
い
し
、
瞳
は
そ
の
家
け
で
は
眠
押
が
あ
る
し
、
民
間
で
地
域
主
ふ
く
h
Eの
中
に
取
り
人
骨
安
札
な
る
の
に
わ
か
か
わ
字
、
主
曹
が
死

肘

蝿

霊

堂

れ

弓

主

く

働

く

と

と

に

な

る

と

、

間

閣

に

盟

問

主

主

雪

。

同

じ

一

時

間

開

第

ど

の

ま

J

に
官
ま
れ
て
い
る
か
わ
で
寵
動
、
宮
仕
事
、
女
は
家
躍
と
い
か
」
、
た
レ
か
に
陣
内
に
得
す
る

Eお
由

、

護

法

譲

考

に

骨

ー
川

l
i凶
隠

蹴

;

な
る
の
は
「
平
等
」
と
い
き
長
。
働
を
し
て
い
て
も
、
女
性
は
同
性
の
八
か
り
ま
す
」
白
書
き
実
み
ど
い
う
基
童
心
打
破
の
た
め
に
も
そ
こ
た
が
駒
仲
宮
も
の
が
散
し
い
と
け
ら
れ
て
し
事
つ
」
と
基
票
日
悔

‘.，F
h
a闘
刊

日

本

県

賀

商

5
6、
男

0
2評
価
し
か
組
め
ら
れ

R
E
E
dん
。
舎
で
き
一
語
、
さ
し
ず
め
と
に
需
主
き
ん
で
い
く
躍
で
監

い
弓
田
町
い
く
つ
か
あ
が
っ
た
が
「
?
読
書
室
u
唱
と
、
棋
聖
程

幽
開
訴
ー議
婦
績
協
U
性
も
聖
護
い
け
白
色
も
、
存
は
疑
問
。
ど
己
が
闘
に
劣
っ
て
い
る
か
、
輯
理
公
開
と
い
う
と
己
ろ
だ
。

げ

て

い

く

挙

が

あ

る

の

で

は

な

い

農

民

思

案

。
与
た
ち
の
刊
に
つ
い
て
の
不
輔
が
ぶ
言

Zれ
て

創

'

弘

氏

、

耐

そ

れ

よ

り

表

。
同
じ
年
月
働
い
て
を
し
か
で
喜
い
草

E
S
E
-
6
3思
か

」

と

暗

ん

弓

代

は

聖

Zが
、
岩
代
、
つ
い
%
そ
れ
に
対
し
て
「
量

3

4・
司

宮

脇

闇

E
い

て

も

恒

輔

に

つ

り

な

い

の

は

き

し

だ

と

思

己

ん

弓

う

が

芳
Mm
生
活

• 地埠の里情丑持ちょって分割会での陪し合い

。で
き
る
φ

こ
と
は
主
張

女
性
の
意
識
改
善
も
必
要

就

労

TOSHIBA とにかくおいしい、だから『デリシャス』。ちがし斗まっきりクレラップ
先進のクオーツサーボで使 って分 る品質のちがし、

フツプは品質でお選びください 今、クレラップが選ばれています

一建選局.ノ
)(出めお嘉子登場。すべてY二鮮やカ

、切れMの良さ

ムダができません。

きれいに切れて、

晴
20G680=199，OOO何
(アンテナaエ・腎.."ピ台鋤1

東釜
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重厚な木目鯛ボ字ずに包まれた新い、音声多量テレビrときめき』。

先進の着脱リモコンrクオーツサーボ」を信載して新登場です.

美しきt新技術の絶妙のコンピヰーションoj，史いやすさでも、

}歩先んじたrl.きめきJo ~ ';I、 エレクトロニクスの東芝からーー.

〔クオーツサーボτ一発遺局，)1-12のチャンオJ吋」発選局で
きます.そのうえ、 UHF局ιこのPそコンに記憧寄せておけ
ば、 一姥選問できる便利きです。し:かも周波数yンセサイザー方

式の採用で、向調ズレはありません。電源のON-OFFや音量
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キッコ田マン
71'，ャスリース
新発売
ソースがおいしくなって

E里由 はいろいろあるけれど

とにかくおいしいんですL

もうおl苫にならんでいますL

キッコーマン練式会社

iFνシャス
リ四ス@

融制年同輔がつくった /γ--
ヱージング{県成)スパイス.

合成語加物なL ~ワ...----
ピュア&ナチユラルソース.

〆ワグ〆.-;・

新鮮与野栗がおいしさのペース.

~ 
香りのか〈し味は「ワイノJてすユ

上が丸下が四角的

使いやすいエューボトル
きれいで公害の-c..i!が信い〆づ》戸戸... 

戸ET書器てす.

纏分ひかえめソフト&マイルド.

名--

畦σ》キ〆テli'てイナップルピネガー.

乞...----.

電子レンジOK

面す参与性抜群です。

〒103寅京...実区日窓.....町1-9-11O(図)662-1酎"大使}

刈寸きHの良さ

ピタッと密者、

簡単に包めますロ

ミ記
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第 649号

?ZZZLでできる屋外 設 置 型カス器具
給気も、排気も、屋外でおこなう〈屋外設

置型〉のガス器具。燃焼排気で屋内のガス佳から警報器まて:東京ガスi久ガスの

空気を汚きないから、換気の心配がまっ安全対策をシステムで実現しました。これか

たくありません。もちろん点火・消火な巳らlまこのシステムがご家庭の安全を守ります二

すべての操作は屋内でできますLまた、屋①ゴム管がはずれたら、ガスを止めるガス絵

内に設置する場合、換気の心配がない②はずれない、切れない、便利で安全な接続兵

(FF型〉や(BF型〉のガス器具もありますL③炎が消えt.:らガスヵ11はる、立ちi向え安全装置
これからは、屋外設置型をはじめとした安@換気不要、室内の空気を汚さないガス務具

全タイプのガス器具をおすすめしますユ ⑤ガスもれをす?に知らせる都市ガス警報~

-~.I~~元~胸E語E・i:':"'I・・・

東京女持叉

くの東京ガスへいてのご相談は、安心システムド


